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メール配信

国・県
白主防災組織
(区・自治会)

防災行政無線
または音声告知端末

気象庁 報道関係機関
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土砂災害・二宮川浸水
中能登町安全 。安心メールマガジン

防災・気象情報や緊急情報などをメールでお知らせしています。配信希望の方は以下のアドレスヘ空メールを

送信して下さい。 QRコードからもアクセスできます。吟
t―nakanotoOsg― m.」 p

中能登町公式 LINEアカウント

幅広い年代で利用されているアプリ「日NE」 の活用により、多くのかたに町の情報をお伝えします。

LINEで「中能登町」で検索するか、左の2次元バーコードから登録できます。

※詳しくは中能登町ホームベージをご覧ください。
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この防災マツプは、災害があつたところや

注意が必要な箇所について情報を共有し、地区の皆さんで

注意して自主避難できるように作成したものです。

いざという時のために

日頃から家族や地区で話し合つておきましょう。    ｀

中能登町末坂地区 作成
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前兆現象を見つけたら、すぐに安全なところまで避難し、

区長や自治体へ連絡しましょう。

河川の氾濫による漫水時には以下のことに注意して避難しましよう。

中能登町は様々な情報をもとに避難情報を発令する判断を行う

ことから、必ずしも防災気象情報と同じレベルの避難情報が、

同時に発令されるわけではありません。

自らの命は自ら守る意識を持つて、防災気象情報も参考に

しながら適切な避難行動をとつて下さい。

善蔵レベル 2 決ホ注意報、六爾注意報等
避難に備え、ハザードマップ等により、

自らの避難行動を確認しましょう。

警蔵レベル 1 早期注意情報
災害への心構えを高めましょう。

川や橋には

近づかないように

選難しましょう。

2人以上で

避難しましょう。

浸水箇所での

避難は、浦や水路、

マンホールに

注意しましょう。

逃げ遅れた場合は、

近くの高い建物に

避難しましょう。

きんきゅうあんぜんかくほ

緊急安全確保
既に災害が発生している状況です。

命を守るための最善の行動をとりましょう。

警成レベル5

危険な爆所から全員避難

速やかに危険な場所から避難先へ避難しましょう。

公的な避難場所までの移動が危険と思われる場合は、

近くの安全な場所や、自宅内のより安全な場所に

避難しましょう。

ひなんしじ

避難指示警戒レベル4

危険な場所から高齢者等は遇魅

避難に時間を要する人 (高齢者の方、障害のある方、

乳幼児等)とその支援者は避難をしましょう。

その他の人は、避難の準備を整えましょう。

こうれいしゃとうひなん

高齢者等避難警職レベル3
水害時の注意点
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土砂災害の前兆現象 避難の判断 (とるべき行動)
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金沢地方気象台           石川県防災気象情報
httpノ/www.jma‐ net.gO,ip/kanazawa/ http://www.micosttt.jp/ishikawa_preibOusai/

攀
石川県河川総合構報ンステム http:〃 kasen.pref.ね hikawa`18,,p/ 靭
石川県土砂災害情報システム

(SABOヌT) httpsi//sabo.pref.ishikavva.lg.jp/sabo― i/

情報の入手先

防災・気象1着報

河川の水

土砂災害
?`攘!

串

☆「避難行サJ告」tま廃止されました。(令不E3年改正)
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水が浴れやすい

昭和60年頃
北谷池堤体崩壊

岡本さん宅周辺が
浴れやすい

水が浴れやすい

南谷池が漏水している

墓地公園の水が溢れ
やすい

平成30年
生産組合倉庫裏が上砂崩れした
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鳥屋小体育館の側溝
の水が浴れやすい

航空写真撮影年平成29年
※写真については国土地理院利用

ミニパーク付近が冠水しやすい

昭和60年 7月
洪水発生時に床下浸水した
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指定避難所
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土砂災審警蔵区以

上砂災害特別警戒区域
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●H口 過去に災害があったところ
●HE〕 注意事べきところ
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浸水想定最大規模(24時 liJl雨翌780「 nm)

05m未満の区域

05m～30m未満の区域

30m～50m未満の区域
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大雨になると大門池が溢れる
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昭和60年 7月

洪水発生時に床下浸水した

10号排水路が浴れやすい

冠水しやすい
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道路わきの斜面が崩れやすい
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